
１　消費者の食に対する信頼確保
H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値

食の安全に対する県民の信頼度 65.4% 67.3% 69.1% 67.9% 75%

[目標値未達成]

消費者意見の反映

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

タウンミーティング・意見交換会等の開催 消費者と県が合意した意見の施策への反映率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

寄せられた意見の反映状況やQ&Aの公開 公開頻度（回／年） ４回 ４回 4回 4回 2回以上 衛生課

[目標値達成]

食品の安全と安心に関する情報の提供と公開の推進

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

ちゃっぴーの食品安全インフォメーション事業に
おける情報の提供

情報提供回数（回/年） 46回 24回 24回 24回 ２4回以上 衛生課

[目標値達成]

食品検査の合格等安全情報提供 情報提供回数（回/年） 57回 ３８回 ３４回 ３４回 30回以上 衛生課

[目標値達成]

食品の安全に関する教育活動

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

消費者に対する知識の普及啓発
消費者を対象とした衛生講習会の開催回数
（回/年）

16回 ７回 11回 11回 ７回 衛生課

[目標値達成]

食品表示の適正化の推進

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

食品表示調査 調査件数（件／年） 555件 525件 8,282件 14,545件 8,000件
衛生課、

県民生活課

[目標値達成]

食品表示責任者養成講習会の開催
※ 受講人数（人／年） ー ー 1,751人 1,652人 2,000人 衛生課

[目標値未達成]

食品表示合同監視指導 監視指導件数（件／年） 100件 100件 100件 100件 100件 衛生課

[目標値達成]

製茶工場合同監視指導 監視実施率（％） 15% 15% 15% 15% 15%以上 お茶振興課

[目標値達成]

不適正な表示商品の排除（お茶） 不適正な表示割合（％） 0% 3% 0% 0% 0% お茶振興課

[目標値達成]

農産物直売所等におけるしいたけ品質表示内容指
導

適正な表示割合（％） 70% 75% 86% 83% 100% 林業振興課

[目標値未達成]

水産物表示研修会の開催 研修会回数（回／年） 5回 5回 5回 5回 5回 水産振興課

[目標値達成]

遺伝子組換え食品の監視指導・検査 違反件数（件／年） 0件 0件 0件 0件 0件 衛生課

[目標値達成]

【理由】農産物直売所等を巡回し、適正な表示がされていない場合は周知チラシの配布等により説明と指導を実施
した。生産者自身が包装して販売している物に適正表示がされていないケースが散見され、目標値未達成。
【課題】適正表示がなされるよう、販売店の巡回指導に加え、生産者に対する啓発を強化していく必要がある。

消費者に対して食中毒予防や食品衛生に係る正しい知識の普及・啓発のための講座・研修会を実施した。

平成27年度から食品表示に係る法令が一元化し、目標値を8,000件に変更

【理由】年間18回研修会の開催。各会場で欠席者が生じたため、2,000人を達成できなかった。
【課題】食品表示責任者が配置されている施設等に「食の都ブランド適正表示マーク」を更に普及し、県産品の信
頼確保が必要。

各保健所と県民生活センターにおいて合同で実施し、目標値達成した。

年間１０回以上開催したタウンミーティング等を通じて、以下のような消費者の意見を施策に反映した。
　①幼い子どもを持つ保護者を対象にタウンミーティングを開催してほしい。
　②食品衛生に係る規制を見直す際には、県と政令市で連携してほしい。
　③栄養成分表示の義務化について行政の支援がほしい。

タウンミーティングにおいて消費者から寄せられた意見やＱ＆Ａは、県ＨＰ上で会場ごとに公開した。

掲示板設置店舗（271店舗）に月２回、食品安全情報を発信。協力店舗おける本事業の評価は良好。

放射性物質検査結果などの検査結果を報道提供した。

 　アクションプラン主要事業数値目標一覧

水産物流通加工関係者を対象とした研修会を計画的に開催した。

毎年60検体以上を検査し、これまで違反ない。

各保健所と農林事務所において合同で実施し、目標値達成した。

管理指標

※ 法の執行体制変更のため、食品表示ウォッチャーの店舗調査は平成26年度で終了

【評価】65％～69％を推移しており、平成28年度は67.9％で目標を達成できなかった。タウンミーティングの
参加者からは残留農薬検査等の食品安全確保の取組みについて理解する意見があった一方で、県の取組みのＰＲ不
足との指摘もあったことから、引き続き県民に対して食の安全安心に関する情報をあらゆる機会に様々な媒体を利
用し、情報発信に努める必要がある。
【課題】目標値達成のためには、様々な媒体及び機会を活用した信頼確保対策を強化する必要がある。

試売調査等を実施。指示・公表に至る不適切な表示はなかった。

資料２



県産食品の信頼確保

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

しずおか農林水産物認証制度 認証制度認証累積数 73件 76件 78件 82件 92件 地域農業課

[目標値未達成]

養殖魚に関する情報発信活動 活動回数（回） ４回 ４回 4回 4回 ３回 水産資源課

[目標値達成]

貝毒検査・原因プランクトンのモニタリング調査 貝毒中毒事故発生件数（件／年） 0件 0件 0件 0件 0件 水産振興課

[目標値達成]

家畜個体識別システムの円滑な稼動推進 牛個体識別耳標の装着・情報入力実施率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 畜産振興課

[目標値達成]

地産地消に取組む団体・企業等の活動支援
地産地消率（量販店等での県産青果物のシェア）
（％）

34% 35% 34% 32% 3５％以上 農芸振興課

[目標値未達成]

環境保全型農業の推進 エコファーマーマークの利用率（％） 33% 38% 41% 61% 50% 地域農業課

[目標値達成]

消費者からの食品に関する苦情や不審情報情報等への迅速な対応

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

「食の総合相談窓口」に寄せられた相談への対応 完了率（％） 99.9% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

エコファーマーマークの認知度が上がり、販売での効果が高まったため利用率は高くなった。

【理由】28年度に新たに8件を認証したが、4件の脱会があったため4件の増加となった。
件数は年々増加している。
【課題】認証取得を推進するとともに、認知度の向上を図るため、各種展示販売会やスーパー店頭等でＰＲ活動を
行う。

一般消費者を対象とした養殖現場見学会やイベント等への出展により、養殖生産物の安全性や品質を、消費者にPRし
た。

浜名湖貝毒監視連絡会で定める浜名湖貝毒対策実施要領に基づいて計画的に調査を実施した。

相談受け付け状況は28年度の受付件数42,357件。年度内に全て処理完了。

生産から販売まで個体の管理ができるシステムであり、すべての対象農家で遵守されている。

【理由】計画期間中において目標を達成した年度もあったが、目標達成に至らない年度もあった。
【課題】地産地消率向上のため、量販店に対して、継続的に地産地消の取組への協力を働きかける必要がある。



H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値

51.7人 35.7人 19.5人 34.5人 10人以下

[目標値未達成]

生産段階における指導の強化

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

農薬・肥料適正使用管理体制強化 県内農産物の農薬取締法違反事例数(件） 0件 0件 0件 0件 0件 地域農業課

[目標値達成]

動物用医薬品販売業者への立入検査 立入検査実施率（％） 80% 80% 100% 100% 100% 畜産振興課

[目標値達成]

動物用医薬品の適正使用の指導 生産者への立入指導件数 50件 50件 50件 50件 50件 畜産振興課

[目標値達成]

水産用医薬品残留検査 基準値を超える検体数(検体） 0検体 0検体 0検体 0検体 0検体 水産資源課

[目標値達成]

死亡牛等BSE検査 対象牛検査実施率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 畜産振興課

[目標値達成]

家畜伝染病の発生防止 家畜伝染病発生件数（件／年） 5件 4件 1件 3件 0件 畜産振興課

[目標値未達成]

製造、加工、調理段階における監視指導の強化

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

食品衛生監視指導 許可施設監視率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

違反が判明した製品の製造者への改善指導 改善率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

学校等集団給食に対する監視指導 監視率（%） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

養護教諭・栄養教諭・学校栄養職員講習会の実施 講習会実施率（％） 100% 100% 100% 100% 100%
教育委員会
健康体育課

[目標値達成]

学校給食衛生管理研修会の実施 研修会実施率（％） 100% 100% 100% 100% 100%
教育委員会
健康体育課

[目標値達成]

学校給食の衛生管理等に関する学校・調理場訪問 訪問実施率（％） 100% 100% 100% 100% 100%
教育委員会
健康体育課

[目標値達成]

添加物製造施設の監視指導 監視率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

添加物に係る違反が判明した施設の改善指導 改善率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

アレルギー表示違反が判明した製造者等の改善指
導

改善率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

と畜場におけるとさつ、解体の衛生管理指導 枝肉（牛・豚）の微生物汚染検査頭数（頭／月） 各１２頭 各１２頭 各12頭 各12頭 各1２頭以上 衛生課

[目標値達成]

「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基づき、保健所が集中的に監視指導を行い、目標達成した。

計画した施設すべてに実施した。

指定外添加物の製造が問題となったアクションプラン策定当初から徹底した監視指導を行っており目標を達成してい
る。

違反品は収去検査において摘発される。いずれも直ちに改善された。

計画した講習会はすべて実施した。

毎年、県教育委員会主催（県立学校等対象）と全市町教育委員会主催（市町学校給食関係者等対象）の研修会を実施
した。

違反品は収去検査において摘発される。28年度は表示欠落２件（着色料）、使用基準違反２件（発色剤）であった
が、いずれも直ちに改善された。

農薬販売業者及び農薬使用者に対して農薬の適正使用を推進した。

動物用医薬品販売業者に対する指導は適正に実施した。

生産者に対する指導は適正に実施した。

期間中に基準値を超える医薬品の残留は確認されず、養殖業者に対する水産用医薬品の適正使用に関する指導の成果
がある。

牛、豚ともに食肉衛生検査所で枝肉の微生物検査（大腸菌群、生菌数）をし、と畜場での衛生管理の検証をしてい
る。

対象牛の検査を適正に実施した。

【理由】家畜伝染病予防法に基づく検査を実施しているが、H25（ヨーネ病（牛）、流行性脳炎（豚））、H26
（ヨーネ病（牛）、腐蛆病（みつばち）、H27（腐蛆病（みつばち）、H28（ヨーネ病（牛）、腐蛆病（みつば
ち））が発生した。
【課題】家畜伝染病の早期発見とまん延防止のため、継続的な検査が必要である。

監視指導計画に基づき、監視率100%以上を維持している。

違反者への指導が直ちに行われ、改善された。

２　生産から流通・消費における食品の安全確保
管理指標

【評価】毎年度、大規模健康被害発生事案（100人以上）の発生により、目標値を下回った。
【課題】目標達成のためには、大規模健康被害発生事案の予防及び生産から消費に至る食品の安全性を一貫して確
保するための総合的な施策及び管理を推進する必要がある。

人口１０万人当りの食品を原因とする健康被害の発生者数



流通・消費段階における監視指導の充実強化

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

違反が判明した製品の販売者への改善指導 改善率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

青果卸売市場の指導・検査 検査実施率（％） 33.3% 26.7% 46.7% 24.7% 33.3% 農業戦略課

[目標値未達成]

水産物卸売市場の指導･検査 検査実施率（％） 25% 25% 29% 33% 25% 水産振興課

[目標値達成]

違反・不良流通食品に対する処理 完了率（%） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

輸入食品取扱施設の監視指導 監視率（％） 81% 85% 88% 91% 100% 衛生課

[目標値未達成]

違反が判明した輸入者等への改善指導 改善率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課

[目標値達成]

試買による医薬品成分等含有食品の調査 違反件数 ０件 ０件 0件 0件 0件 薬事課

[目標値達成]

試買時における医薬品類似食品調査 違反件数 ０件 ０件 0件 0件 0件 薬事課

[目標値達成]

流通商品の放射性物質検査 検査検体数（検体／年） 145検体 145検体 145件体 145件体 100検体 衛生課

[目標値達成]

自主管理体制推進の支援

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

畜産農家に対する定期的な巡回指導 立入り実施率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 畜産振興課

[目標値達成]

食品衛生推進員活動事業 延べ指導件数（件） 91,434件 66,411件 65,702件 65,959件 65,000件 衛生課

[目標値達成]

食品の安全情報等の発信強化

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

食品の安全性に関する緊急情報の発信 緊急情報発信頻度（危機管理情報含む） ４件 10件 5件 3件 適時
衛生課、

危機政策課

[目標値達成]

食品の安全を確保するための体制整備

主要事業 管理指標 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29目標値 （担当課）

内部点検・外部精度管理 指導事項に対する改善率（％） 100% 100% 100% 100% 100% 衛生課等

[目標値達成]

県は、委嘱した食品衛生推進員の活動の支援を行っており、例年目標達成できている。

平成24年度から中部健康福祉センターにゲルマニウム半導体検出器を1台整備し、流通食品等の放射性セシウム検査
を実施している。これまで違反事例はない。

畜産農家に対する巡回指導は適正に実施した。

28年度は食中毒警報２回、挽肉製品の加熱不十分による食中毒防止の計3回、危機管理管理情報を発信した。

内部点検・外部精度管理ともに指摘事項は改善された。

違反者への指導が直ちに行われ、改善された。

目標市場検査率は達成しており、検査時に指摘した事項については、その年度内に改善するよう指導した。

【理由】厚生労働省の情報（輸入食品届出施設一覧）を参考に監視施設をしているが、すべての施設の監視ができ
ていない。
【課題】偏りのない監視が必要で、規模や取扱い食品による監視回数の設定が必要。

27年度は痩身用健康食品、平成28年度は強壮用健康食品を試買し、医薬品成分の検査を実施した。

【理由】全１５青果卸売市場中、各市場３年に１回、指導・検査実施で計画（５市場/年）している。年によって
は、６施設実施した年度と４施設実施した年度があった。

平成28年度は、県外から通報を受けた不良（違反）食品の47事例及び他自治体に通報した不良（違反）食品の26事
例について、年度内に処理が完了した。

平成28年度、輸入者に対して違反に基づく改善指導が行われる事案の発生はなかった。

平成27年度、平成28年度に計42品目の健康食品を試買し、医薬品医療機器等法に基づき広告を確認したところ、全
ての品目で違反はなかった。


